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□秘  

別添１ 

プロジェクトコスト（ファレメ橋） 

 

（１）日本の無償資金協力により負担される費用 

項 目   概算事業費（百万円）

下部工 294 

上部工 780 

取付道路工／護岸工 115 
施設建設 橋梁建設 

仮設工 20 

実施設計・施工監理 112 

合 計 1,321 

 

注 

(1) 上記表に示す概算事業費は暫定的なものであり、無償資金協力事業の承認のため、日

本国政府により今後検討されることになる。 

(2) 為替交換レートは１ユーロ＝161.66 円であり、対象協力事業の総事業費である 1,321

百万円は約 8,171 千ユーロとなる。 

 

（２）両国によって負担される費用 

  １）マリ国側 

① アドバイジングコミッション 1,608,000 セーファーフラン 

② ペイメントコミッション 3,249,000 セーファーフラン 

 

  ２）セネガル国側 

① アドバイジングコミッション 1,608,000 セーファーフラン 

② ペイメントコミッション 3,249,000 セーファーフラン 

 

  注）用地確保、農地補償、樹木撤去費用等は、南回廊道路整備事業にて確保済みである。 
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□秘  

別添２ 

プロジェクトコスト（バフィン橋） 

 

（１）日本の無償資金協力により負担される費用 

項 目   概算事業費（百万円）

下部工 308 

上部工 732 

取付道路工／護岸工 149 
施設建設 橋梁建設 

仮設工 214 

実施設計・施工監理 106 

合 計 1,509 

 

注 

(1) 上記表に示す概算事業費は暫定的なものであり、無償資金協力事業の承認のため、日

本国政府により今後検討されることになる。 

(2) 為替交換レートは１ユーロ＝161.66 円であり、対象協力事業の総事業費である 1,509

百万円は約 9,334 千ユーロとなる。 

 

（２）マリ側によって負担される費用 

① アドバイジングコミッション 3,674,000 セーファーフラン 

② ペイメントコミッション 7,412,000 セーファーフラン 

 

  注）用地確保、農地補償、樹木撤去費用等は、南回廊道路整備事業にて確保済みである。 
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資料５ 事業事前計画表（事業化調査時） 
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5.1  事業事前計画表（事業化調査時）（ファレメ橋） 

１．案 件 名 

マリ・セネガル国 マリ－セネガル南回廊道路橋梁建設計画 

２．要請の背景 

内陸国のマリ共和国（以下、「マ」国）にとって、対外貿易には国際道路が不可欠であり、整備の

遅れは社会経済発展および貧困削減の大きな阻害要因となっている。「マ」国の主要な外港はアビ

ジャンであったが、コートジボワール共和国の政治危機により外港への輸送ルートの多様化の必要

性はより高まっている。また、セネガル共和国（以下、「セ」国）において内陸部は道路網が十分

に整備されておらず、沿岸部に比べて人的交流や物流が阻害されており、社会経済発展の遅れや貧

困問題の大きな要因となっている。 

「マ」国は中期開発政策（2002～2006 年）として「貧困削減戦略文書(PRSP)」を策定し、貧困削

減の基本戦略の１つに「産業活動促進および経済インフラの整備」が掲げられている。そこでは、

バランスのとれた地域開発計画及びインフラ整備に取り組むこととしており、経済活性化のための

運輸交通部門の強化、社会サービス及び市場へのアクセス強化等が挙げられている。また、運輸部

門では「道路回廊改良プロジェクト（PITC）」(2004～2007 年)が策定され、南回廊道路の整備を含

む、国際道路網の整備を重要目標としている。 

一方、「セ」国は 2003～2005 年の 3年間を対象に PRSP を策定し、「経済成長をもたらす生産セク

ター振興と投資促進」、「基礎的社会サービスの拡大」、「社会的弱者の生活改善」を貧困削減の柱に

据え、そのための具体的施策として、効率的な農産物市場と輸送システムの形成等を挙げている。

また、運輸部門では「運輸セクター構造調整Ⅱ（PST2）」(2001～2006 年)が策定され、道路・鉄道・

空港港湾・農村道路整備は主要課題の１つに挙げられている。 

さらに「マ」国及び「セ」国を含む西アフリカ 8カ国が加盟する西アフリカ経済通貨同盟（以下、

UEMOA）においては、地域全体の経済活性化および貧困削減のため、国境を越えて物流等を円滑に

するインフラ整備が不可欠とされており、本プロジェクトの対象橋梁が位置する南回廊道路整備計

画は、「マ」国、「セ」国及び UEMOA において最重要プロジェクトに位置付けられている。また、同

計画は「アフリカ開発のための新パートナーシップ（NEPAD）」においても地域統合政策を具現化す

るインフラ短期行動計画（STAP）の対象として、両国における最優先事業の一つとされている。 

南回廊が通過する地域は、従来から交通路が存在していた北回廊沿線に比べ、通行困難な山岳地

域や橋梁未整備の河川があるため道路網が整備されていない。さらに、本件対象橋梁の架橋位置周

辺村落の住民は増水期（ファレメ河：6 月～12 月、バフィン河：通年（下流にダムがあるため））

の間、交通が途絶し、住民は渡し船により渡河しており、病人の輸送、学童の通学等の社会インフ

ラへのアクセスにも支障をきたしている。 

しかしながら、同地域には鉱物資源として現在開発中の金鉱山や、観光資源としての国立自然公

園があり、また、肥沃な土壌と恵まれた水源による農業ポテンシャルが高い。南回廊の整備により、

交通アクセスが悪いために約1/5程度しか利用されていない可耕地面積の有効活用による農業生産

の増加、鉱物資源や観光資源の地域資源を生かした経済発展が期待されるとともに、舗装道路整備

によって輸送費・維持管理費等の低減による輸送コストの削減が可能である。また、道路整備と併

せて他ドナーの支援により、AIDS に対する啓発キャンペーン、飲料水を確保するための井戸建設プ
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ロジェクト等のプログラムが計画されている。このような状況を背景に、「マ」国および「セ」国

は、南回廊の道路整備について他ドナーに対して支援を要請するとともに、南回廊上に位置する 6

橋梁の建設を我が国政府に対し要請した。 

南回廊の整備は、2005 年のキタ～カティ間着工に続き 2006 年 1 月には国際機関の資金援助が相

次いで表明され、現在南回廊全線の整備が本格的に進行中である。本プロジェクトは、要請対象 6

橋梁のうち、他ドナーによる道路整備事業の範囲内でカルバート構築等により整備される 3橋を除

く、ファレメ・バフィン・バレの 3橋梁を整備することにより、南回廊沿道地域の通年の円滑な交

通を実現させ、両国の経済活性化と貧困削減および沿道住民の社会サービスへのアクセス改善を図

ることを目的とする。また、西アフリカ域内の経済の活性化、経済統合推進に寄与する。 

なお、本体の対象橋梁はプロジェクトの対象橋梁３橋のうち、架橋位置までの工事車両のアクセ

ス道路が確保される目処がつき、着手できる条件が整いつつある「マ」「セ」両国国境橋であるファ

レメ橋である。 

３．プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標 

南回廊沿道地域の通年の円滑な交通を実現させるとともに、ダカール～バマコ間の国際幹線道路

網を強化する。 

直接裨益対象の範囲及び規模：南回廊ファレメ橋周辺住民約 18.5 万人 

間接裨益対象の範囲及び規模：「マ」国、「セ」国、両国民合計 2,474 万人  

（「マ」国人口 1,233 万人、「セ」国人口 1,241 万人） 

 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

ア 南回廊道路上のファレメ橋が建設され、安全な通年交通が確保される。 

 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 南回廊道路上に位置するファレメ橋を整備する。 

イ 整備完成後の橋梁の維持管理を行う。 

 

(4) 投入(インプット) 

ア 日本側：無償資金協力 13.21 億円 

イ 相手国側 

(ア) 必要な人員：維持管理要員、約延 312 人／年 

(イ) 施設の運営・維持管理に係る経費：約 16,000 ユーロ／年 

 

(5) 実施体制 

主管官庁：「マ」国設備運輸省 

     「セ」国インフラ設備運輸省 

実施機関：「マ」国国家道路局 

     「セ」国道路建設庁 
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４．無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

「マ」国カイ州、「セ」国タンバクンダ州 

 

(2) 概要 

ファレメ橋：橋長 274.30m、取付道路延長  30.7m 

 

(3) 相手国側負担事項 

① プロジェクト用地確保 

② 工事用車両のアクセス道路の確保と維持管理 

 

(4) 概算事業費 

概算事業費 13.23 億円 

（無償資金協力 13.21 億円、「セ」国側負担 0.01 億円、「マ」国側負担 0.01 億円) 

 

(5) 工期 

詳細設計・入札期間を含め約 28.5 ヶ月（予定） 

 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

特になし。 

 

５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの) 

他ドナーによる南回廊道路整備の進捗が計画通りに進むこと。 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 

成果指標 現状の数値（2008 年） 計画値（2011 年） 

車両通行途絶期間 年間 7ヶ月程度（ファレメ河） ゼロになる 

通行可能な車種の

制限 

四輪駆動車のみ 

（乾期中の河床渡河による） 

大型車両（トラック、バス）の年間

通行が可能になる 

横断時間（歩行者） 約 20分（丸木舟利用） 約 3分（歩行） 
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(2) その他の成果指標 

特になし 

 

(3) 評価のタイミング 

2011 年以降（協力対象施設完成以降） 
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5.2  事業事前計画表（事業化調査時）（バフィン橋） 

１．案 件 名 

マリ・セネガル国 マリ－セネガル南回廊道路橋梁建設計画 

２．要請の背景 

内陸国のマリ共和国（以下、「マ」国）にとって、対外貿易には国際道路が不可欠であり、整備の

遅れは社会経済発展および貧困削減の大きな阻害要因となっている。「マ」国の主要な外港はアビ

ジャンであったが、コートジボワール共和国の政治危機により外港への輸送ルートの多様化の必要

性はより高まっている。また、セネガル共和国（以下、「セ」国）において内陸部は道路網が十分

に整備されておらず、沿岸部に比べて人的交流や物流が阻害されており、社会経済発展の遅れや貧

困問題の大きな要因となっている。 

「マ」国は中期開発政策（2002～2006 年）として「貧困削減戦略文書(PRSP)」を策定し、貧困削

減の基本戦略の１つに「産業活動促進および経済インフラの整備」が掲げられている。そこでは、

バランスのとれた地域開発計画及びインフラ整備に取り組むこととしており、経済活性化のための

運輸交通部門の強化、社会サービス及び市場へのアクセス強化等が挙げられている。また、運輸部

門では「道路回廊改良プロジェクト（PITC）」(2004～2007 年)が策定され、南回廊道路の整備を含

む、国際道路網の整備を重要目標としている。 

一方、「セ」国は 2003～2005 年の 3年間を対象に PRSP を策定し、「経済成長をもたらす生産セク

ター振興と投資促進」、「基礎的社会サービスの拡大」、「社会的弱者の生活改善」を貧困削減の柱に

据え、そのための具体的施策として、効率的な農産物市場と輸送システムの形成等を挙げている。

また、運輸部門では「運輸セクター構造調整Ⅱ（PST2）」(2001～2006 年)が策定され、道路・鉄道・

空港港湾・農村道路整備は主要課題の１つに挙げられている。 

さらに「マ」国及び「セ」国を含む西アフリカ 8カ国が加盟する西アフリカ経済通貨同盟（以下、

UEMOA）においては、地域全体の経済活性化および貧困削減のため、国境を越えて物流等を円滑に

するインフラ整備が不可欠とされており、本プロジェクトの対象橋梁が位置する南回廊道路整備計

画は、「マ」国、「セ」国及び UEMOA において最重要プロジェクトに位置付けられている。また、同

計画は「アフリカ開発のための新パートナーシップ（NEPAD）」においても地域統合政策を具現化す

るインフラ短期行動計画（STAP）の対象として、両国における最優先事業の一つとされている。 

南回廊が通過する地域は、従来から交通路が存在していた北回廊沿線に比べ、通行困難な山岳地

域や橋梁未整備の河川があるため道路網が整備されていない。さらに、本件対象橋梁の架橋位置周

辺村落の住民は増水期（ファレメ河：6 月～12 月、バフィン河：通年（下流にダムがあるため））

の間、交通が途絶し、住民は渡し船により渡河しており、病人の輸送、学童の通学等の社会インフ

ラへのアクセスにも支障をきたしている。 

しかしながら、同地域には鉱物資源として現在開発中の金鉱山や、観光資源としての国立自然公

園があり、また、肥沃な土壌と恵まれた水源による農業ポテンシャルが高い。南回廊の整備により、

交通アクセスが悪いために約1/5程度しか利用されていない可耕地面積の有効活用による農業生産

の増加、鉱物資源や観光資源の地域資源を生かした経済発展が期待されるとともに、舗装道路整備

によって輸送費・維持管理費等の低減による輸送コストの削減が可能である。また、道路整備と併
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せて他ドナーの支援により、AIDS に対する啓発キャンペーン、飲料水を確保するための井戸建設プ

ロジェクト等のプログラムが計画されている。このような状況を背景に、「マ」国および「セ」国

は、南回廊の道路整備について他ドナーに対して支援を要請するとともに、南回廊上に位置する 6

橋梁の建設を我が国政府に対し要請した。 

南回廊の整備は、2005 年のキタ～カティ間着工に続き 2006 年 1 月には国際機関の資金援助が相

次いで表明され、現在南回廊全線の整備が本格的に進行中である。本プロジェクトは、要請対象 6

橋梁のうち、他ドナーによる道路整備事業の範囲内でカルバート構築等により整備される 3橋を除

く、ファレメ・バフィン・バレの 3橋梁を整備することにより、南回廊沿道地域の通年の円滑な交

通を実現させ、両国の経済活性化と貧困削減および沿道住民の社会サービスへのアクセス改善を図

ることを目的とする。また、西アフリカ域内の経済の活性化、経済統合推進に寄与する。 

なお、本体の対象橋梁はプロジェクトの対象橋梁３橋のうち、架橋位置までの工事車両のアクセ

ス道路が確保される目処がつき、着手できる条件が整いつつある「マ」国のバフィン橋である。 

３．プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標 

南回廊沿道地域の通年の円滑な交通を実現させるとともに、ダカール～バマコ間の国際幹線道路

網を強化する。 

直接裨益対象の範囲及び規模：南回廊バフィン橋周辺住民約 34.6 万人 

間接裨益対象の範囲及び規模：「マ」国、「セ」国、両国民合計 2,474 万人  

（「マ」国人口 1,233 万人、「セ」国人口 1,241 万人） 

 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

ア 南回廊道路上のバフィン橋が建設され、安全な通年交通が確保される。 

 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 南回廊道路上に位置するバフィン橋を整備する。 

イ 整備完成後の橋梁の維持管理を行う。 

 

(4) 投入(インプット) 

ア 日本側：無償資金協力 15.09 億円 

イ 相手国側 

(ア) 必要な人員：維持管理要員、約延 312 人／年 

(イ) 施設の運営・維持管理に係る経費：約 15,000 ユーロ／年 

 

(5) 実施体制 

主管官庁：「マ」国設備運輸省      

実施機関：「マ」国国家道路局 

４．無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

「マ」国カイ州 
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(2) 概要 

バフィン橋：橋長  237.80m、取付道路延長  287.2m 

 

(3) 相手国側負担事項 

① プロジェクト用地確保 

② 工事用車両のアクセス道路の確保と維持管理 

 

(4) 概算事業費 

概算事業費 15.12 億円 

（無償資金協力 15.09 億円、「マ」国側負担 0.03 億円) 

 

(5) 工期 

詳細設計・入札期間を含め約 27.6 ヶ月（予定） 

 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

特になし。 

 

５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの) 

他ドナーによる南回廊道路整備の進捗が計画通りに進むこと。 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 

成果指標 現状の数値（2008 年） 計画値（2011 年） 

車両通行途絶期間 通年（バフィン河） ゼロになる 

通行可能な車種の

制限 
通行不可 

大型車両（トラック、バス）の年間

通行が可能になる 

横断時間（歩行者） 約 20分（丸木舟利用） 約 3分（歩行） 

 

(2) その他の成果指標 

特になし 

 

(3) 評価のタイミング 

2011 年以降（協力対象施設完成以降） 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料６ 参考資料／入手資料リスト 
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